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和
歌
山
県
立
医
科
大
学
の
報
告

台
湾
か
ら
大
学
院
生
・
教
員
招
へ
い

オ
ミ
ッ
ク
ス
医
療
・
研
究
で
交
流

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支

援
を
受
け
、
今
年
７
月
26
日
〜
８
月
１
日
ま
で
の
７

日
間
、
国
立
台
湾
大
学
・
薬
学
部
か
ら
７
名
、
台
北

医
学
大
学
・
医
学
部
か
ら
３
名
の
計
10
名
を
招
へ
い

し
ま
し
た
。

招
へ
い
者
は
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
や
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
の

オ
ミ
ッ
ク
ス
計
測
技
術
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
る

大
学
院
生
８
名
と
、
教
員
２
名
（
郭
錦
樺
教
授
・
蔡

伊
琳
准
教
授
）
で
す
。
滞
在
期
間
中
に
、
和
歌
山
県

立
医
科
大
学
の
医
学
部
と
薬
学
部
、
島
津
製
作
所

（
京
都
市
）
で
、
オ
ミ
ッ
ク
ス
計
測
技
術
を
駆
使
し

た
疾
患
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
目
指
し
、
見
学
と
討

議
・
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
目
的
は
、
日
本
の
隣
人
で
あ
る
台
湾
の
オ

ミ
ッ
ク
ス
医
療
・
研
究
を
実
施
し
て
い
る
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
大
学
院
生
・
教
員
の
方
々
に
、
オ
ミ
ッ
ク
ス

医
療
・
研
究
の
相
互
の
現
状
を
理
解
し
て
頂
き
、
将

来
の
共
同
研
究
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
し
た
。

１
日
目
は
、
台
北
桃
園
国
際
空
港
か
ら
関
西
国
際

空
港
に
昼
過
ぎ
に
到
着
し
、
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
和
歌

山
駅
ま
で
移
動
し
ま
し
た
。
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
・
荷
物
を
預
け
た
後
に
、
本
計
画
全
体
の

詳
細
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
注
意
事
項
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
夕
食
歓
迎
会
に
は
、
和
歌
山
県

立
医
科
大
学
・
医
学
部
５
年
生
の
中
国
語
が
堪
能
な

２
名
の
学
生
が
、
臨
床
実
習
の
合
間
を
縫
っ
て
参
加

し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
和
歌
山
市
内
か
ら
Ｊ
Ｒ
在
来
線
・
特

急
は
る
か
を
乗
り
継
い
で
、
日
本
の
精
密
機
器
・
計

測
器
・
医
療
機
器
開
発
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
、

島
津
製
作
所
の
本
社
・
三
条
工
場
（
京
都
市
）
を
見

学
し
ま
し
た
。
会
社
概
要
の
説
明
後
、
「
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ラ
ザ
（
分
析
機
器
紹
介
）
」
「
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
（
医
用
機
器
紹
介
）
」
「
Ｈ
Ｐ
Ｌ
Ｃ
、
Ｇ
Ｃ

│
Ｍ
Ｓ
、
Ｌ
Ｃ
│
Ｍ
Ｓ
、
分
光
光
度
計
等
の
分
析
機

器
の
組
み
立
て
工
場
」
を
見
学
し
、
オ
ミ
ッ
ク
ス
計

測
に
必
須
な
最
先
端
分
析
技
術
の
開
発
・
製
造
現
場

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
島
津
製
作
所
の
ご
厚
意
で
タ
ク
シ
ー
を

手
配
し
て
頂
き
、
島
津
製
作
所
創
業
記
念
資
料
館
に

移
動
し
ま
し
た
。
創
業
記
念
資
料
館
は
木
造
２
階
建

て
の
建
物
で
あ
り
、
創
業
者
で
あ
る
島
津
源
蔵
氏
が

居
住
し
、
約
45
年
間
、
本
店
と
し
て
使
用
し
た
歴
史

あ
る
建
物
で
す
。
蓄
電
池
の
製
造
・
医
療
用
Ｘ
線
装

置
の
開
発
・
日
本
初
の
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
・
各

種
黎
明
期
の
計
測
機
器
等
の
展
示
を
拝
見
し
、
日
本

企
業
の
科
学
技
術
の
奥
深
い
歴
史
を
体
験
し
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
・
薬
学
部
を

見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
薬
天
然
物
化
学
の
田

村
理
教
授
の
研
究
室
で
合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、

次
の
と
お
り
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

〇
氏
家
和
紀
助
教
（
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
）

「Structure	revision	of	pinofuranoxin	A
	

th
ro
u
g
h	th

e	to
ta
l	sy

n
th
e
sis	o

f	
stereoisom

ers

」

〇
郭
錦
樺
教
授
（
国
立
台
湾
大
学
）

「O
xidative	stress	is	a	signature	for	

V
CZ-induced	hepatotoxicity

」

〇
蔡
伊
琳
准
教
授
（
台
北
医
学
大
学
）

「M
olecular	characterization	antibodies	

by	using	m
ass	spectrom

etry	based	
m
ethods

」

講
演
後
に
は
、
オ
ミ
ッ
ク
ス
計
測
技
術
の
現
状
や

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
371
回

＝
特
別
連
載
＝

茂里康氏（和医大医学部教授）㊧
と田村理氏（和医大薬学部教授）
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疾
患
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
国
立
台
湾
大
学
お
よ
び
台
北
医
学
大

学
の
大
学
院
生
（
８
名
）
全
員
が
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

４
日
目
〜
５
日
目
は
、
吉
野
山
（
奈
良
県
吉
野
郡

吉
野
町
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
吉
野
山
は
日
本
さ
く

ら
名
所
１
０
０
選
に
選
定
さ
れ
、
「
紀
伊
山
地
の
霊

場
と
参
詣
道
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
野
山
の
中
心
に
位
置
す
る
金

峯
山
寺
は
修
験
道
の
聖
地
で
あ
り
、
今
回
の
メ
ン
バ

ー
全
員
で
、
金
峯
山
寺
で
の
夕
座
勤
行
に
参
加
し
、

身
も
心
も
清
め
ら
れ
た
。

６
日
目
は
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
・
医
学
部
を

訪
問
し
ま
し
た
。
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

バ
イ
オ
バ
ン
ク
・
中
央
検
査
部
（
大
学
病
院
）
、
が

ん
遺
伝
子
検
査
外
来
等
を
見
学
し
、
和
歌
山
県
立
医

科
大
学
内
の
オ
ミ
ッ
ク
ス
医
療
の
現
状
を
認
識
し
て

頂
き
ま
し
た
。

７
日
目
は
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
帰
国
さ
れ
ま
し

た
。
台
風
の
接
近
で
帰
国
に
関
し
て
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
何
と
か
台
北
に
無
事
帰
国
で
き
た
の
で
安
心

し
ま
し
た
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
後
日
談

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
韓
国
・
済
州
島
で
８
月
末

に
開
催
さ
れ
た
環
太
平
洋
質
量
分
析
学
会
（
Ａ
Ｏ
Ｍ

Ｓ
Ｃ
）
で
再
会
し
、
互
い
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
・
口
頭

発
表
等
で
再
度
議
論
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
際
に
も
、

今
後
の
共
同
研
究
の
可
能
性
、
短
期
留
学
制
度
の
相

互
活
用
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
日
本
の
分
析
技
術
開
発

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
島
津
製
作
所
の
組
立
工

場
を
実
際
に
見
学
で
き
た
こ
と
は
、
強
く
印
象
に
残

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

◎
一
緒
に
交
流
し
た

日
本
人
学
生
へ
の
教
育
効
果

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
停
滞
し

て
い
た
顔
を
突
き
合
せ
た
国
際
交
流
を
再
開
で
き
た

こ
と
が
、
ま
ず
最
も
意
義
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
の
医
学
生
と
交
流

を
行
う
事
に
よ
っ
て
、
臨
床
分
野
に
進
み
が
ち
で
あ

る
昨
今
の
医
学
部
生
に
、
基
礎
研
究
の
重
要
性
を
再

認
識
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

一
方
、
薬
学
部
生
に
関
し
て
は
、
開
設
し
て
２
年

半
し
か
経
過
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
研
究
室
配
属
前
の

学
生
に
と
っ
て
少
し
は
研
究
室
・
研
究
テ
ー
マ
の
雰

囲
気
を
味
わ
う
事
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

◎
今
後
の
展
望

前
述
し
た
様
に
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
薬
学
部
は
、

２
０
２
１
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
新
し
い
学
部
で
す
。

し
か
し
、
近
畿
で
唯
一
の
公
立
大
学
薬
学
部
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
期
待
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

薬
学
部
の
目
指
す
方
向
性
の
一
つ
は
、
医
療
人
と
し

て
の
総
合
的
な
知
識
・
技
能
・
態
度
を
備
え
た
薬
剤

師
の
養
成
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
フ
ァ
ー
マ
シ
ス
ト
・
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
契
機
と
し
て
ア
ジ
ア
の
隣
人
の
台
湾
と
学
術

交
流
・
学
生
交
流
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

和歌山県立医科大学・薬学部のセミナー後の集合写真 京都市内の島津製作所本社で




